
 

 

      ＮＰＯフォーラム･だより №７４  

ＮＰＯ法人安房文化遺産フォーラム 
代表 愛沢 伸雄  

〒294-0036 千葉県館山市館山 1016 （旧更科）  TEL&FAX：0470-22-8271 

Ｅﾒｰﾙ awabunka@awa.or.jp 公式ｻｲﾄ http://bunka-isan.awa.jp  

会員・寄付募集中！ ⇒  郵便口座 ００２６０-１-９７３０７ 名義：ＮＰＯ法人安房文化遺産フォーラム 
年会費＝Ａ会員 2,000 円（総会出席権あり）／Ｂ会員：個人 1,000 円（ニュースのみ送付）・法人 10,000 円 
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ＮＰＯフォーラムの事務所を引っ越します。 

   丸 10 年お世話になり、馴れ親しんできた小高記念館（国登録文化財）に別れを告げ、館山病院と下町交差点の間にあ

る、旧更科蕎麦店に 9 月より活動拠点を移します。8 月末までの間、荷造り・搬送・掃除などのお手伝いをしてくださる方を大

募集します。よろしくお願いいたします。なお小高記念館は、故小高熹郎氏の孫娘（小高絵理子さん）が喫茶店を開業予定。 

  

 

 

■ 再開！ 知恵袋講座 in新事務所（旧更科）   

  ◎ ９月２０日（火） 13：30～16：00 更科館    参加費（資料・お茶代）：NPO 会員 200 円／一般 500 円 

        講師：成田均 「館山の海を愛したジャック・マイヨールのメッセージ」 

映画『グラン・ブルー』のモデルとして知られるジャック・マイヨール（仏 1927-2001）は、人類ではじめて水深100ｍ

の素潜り記録を達成し、30 年にわたり固い絆で結ばれた成田均氏（館山市坂田在住のプロダイバー）を慕い、晩年

は館山に暮らしていた。生前、ジャックはイルカから学んだ人生哲学を「ホモ・デルフィナス（イルカ人間）」という造

語にメッセージを託し、自然と人間が共存できる持続可能な社会を提唱した。成田氏は、ジャックの理念を継承し、

豊饒の海をよみがえらせる「海洋牧場」や、安房自然村との協働による森づくりなど、夢の広がる構想をしている。 

ＮＰＯフォーラムでも、「館山まるごと博物館」活動として、今年度事業の一環として協働することを総会で確認した。 

 

■ 館山の海を愛したジャック・マイヨールのメッセージ展 in館山病院ギャラリー   

  ◎ ９月４日（日）～１０月２日（日） 館山病院内ギャラリー 観覧無料  

  

 

   

■ 布良崎神社 祭礼  ～夕陽の祭典・御浜出ウォーキング 

  ◎ ７月１７日（日） 15:00～ 青木繁「海の幸」記念館集合 （入館料 200 円） 

青木繁が感激し、名画『海の幸』のインスピレーションを得たといわれる布良崎神社の神輿。記念館を見学し、同寸

大の『海の幸』複製画を堪能した後、漁村ウォーキングで御浜出の神事を見学。 

【アクセス】 

*JR 館山駅から 1.2km

徒歩 16 分。 

*ナビは「館山病院」  

徒歩 2 分。 

*JR バス「下町」より 

徒歩 0 分。 

*JR バス「西下町」より

徒歩 2 分。 

*館山日東ﾊﾞｽ「汐留橋」

徒歩 3 分。 

＜ホモ・デルフィナス＞ 

 ＝人間とイルカ（ドルフィン）～ジャック・マイヨールのメッセージ 
「もし人間の思考と精神に、我々の兄弟であるイルカ達のインスピレー

ションが少しでもあったら、傷ついてしまった我々共通の惑星地球は、

またパラダイスに戻ることができるだろう」 

mailto:　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅﾒｰﾙnpo@internet-ex.com
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＊ 愛沢伸雄代表、南房総観光連盟より表彰 
千葉県立高校の世界史教員であった 1989 年

より、戦争遺跡を平和教材として活用するために、

独自の調査活動を開始。その後、公民館講座を通

じて市民の保存運動に展開。2004 年に赤山地下

壕が公開され、翌年に館山市指定史跡となった。 

1996 年より市道建設で破壊寸前であった里見氏

稲村城跡を保存する会を発足、17 年かかって国指

定史跡となった。2005 年より青木繁「海の幸」誕生

の家・小谷家住宅の保存活動が始まり、2008 年に

館山市指定文化財となった。同年より全国の画家と

ともに修復基金を集め、2016 年春より青木繁「海の

幸」記念館として公開が始まる。 

日韓交流・日米交流などの国際的な活動も推進

しており、多岐にわたる「館山まるごと博物館」の取

り組みが観光振興に寄与したと高く評価された。 

  

■ 第 20回戦争遺跡保存全国シンポジウム長野県松代大会    【要予約：〆切 7/31】 

  ◎ ８月２０日（土） 10:00～11:30 見学会① 象山地下壕／映画『キムの十字架』 各 500 円 

              13:00～16:00 全体会 記念講演 和田登氏 （作家） ‥会場：松代文化ホール 

                              「発想の現場としてのマツシロ～私の取材ノートから～」 

                             朗読劇 「女たちのマツシロ 2016」  基調報告・地域報告 

              18:00～20:00 全国交流会                   ‥会場：松代ロイヤルホテル‥     

      ２１日（日）  9:00～16:00  分科会  閉会集会              ‥会場：松代公民館‥ 

      ２２日（月）  9:00～12:00  見学会② 象山地下壕・舞鶴山・御座所 

【参加費】  ・参加資料代（一日券）1,000 円／（二日券）2,000 円、大学(院)生：半額、高校生以下無料  

・全国交流会 5,000 円／弁当代（20 日 21 日）各 800 円  

  ・見学会：①20 日 500 円／②22 日 1,000 円  ・映画鑑賞代 500 円 

※ 詳細はＮＰＯホームページ新着情報を参照。ＮＰＯ会員は参加費を一部補助しますので、申込みは事務局へ。 

◆ ツアーガイド＆講演のスケジュール    

◎ 10 名以上の団体を対象に、スタディツアーガイドを有料で承っています。 
 ・ガイド料＝１人あたり 500 円。座学・ガイドブック付は 1,500 円。時間・内容・料金等については応相談。 

◎ 毎月第一日曜の午前は、個人や小グループを対象に、赤山地下壕ガイドサービス実施しています。  

7 月１５日（金） 9:00～15:00 東京韓国学校 110 名＝座学・赤山地下壕・大巌院・青木繁 

７月２５日（月）10:30～17:00 東京大学大学院人文社会系研究科社会学専門分野 15 名＝館山まるごと博物館 

８月 ７日（日） 9:30～12:00 赤山地下壕ガイドサービス 

８月２２日（月）13:00～15:00 横浜市中学社会科研究会 40名＝赤山地下壕 

８月２３日（火）10:30～15:00 千葉県立佐倉高校 40 名＝座学・赤山・掩体壕・大巌院 

９月 ４日（日） 9:30～12:00 赤山地下壕ガイドサービス 

９月１６～１９日（金～月）   立教大学教育学部和田ゼミ７名＝座学・赤山地下壕＋α 

９月２５日（日）10:30～15:00 大網白里市生涯学習課 30 名＝座学・赤山地下壕・掩体壕・米軍上陸地 

１０月２・３日（日月）       千葉県立東葛飾高校リベラルアーツ講座＝赤山地下壕・大巌院・青木繁 

１０月１２・１３日（水木）     わせがく高校 150 名＝座学・赤山地下壕・掩体壕・米軍上陸地 

１０月１３日（木） 9:30～16:00 渋谷幕張学園中学１年 27＋28 名＝座学・戦跡／海洋コース 

１０月１４日（金） 9:00～12:00 日本キリスト教婦人矯風会 25名＝座学・赤山地下壕・かにた村 

１０月２０日（木）11:00～16:30 昭和女子大学歴史文化学科 100 名＝座学・赤山地下壕・青木繁 

１０月２４日（月）10:30～12:00 香取地区高齢者クラブ連合会 60 名＝赤山地下壕・米軍上陸地 

１０月３０日（日） 9:30～11:30 相模原民生委員 25名＝赤山地下壕 

１１月１１日（金） 8:45～16:00 館山総合高校 1年 150 名＝館山まるごと博物館めぐり 

１１月１８日（金）10:00～15:00 千葉県立千葉女子高校 320 名＝赤山地下壕＋青木繁／八犬伝コース 

ガイド・ 

サポートスタッフ 

募集中！ 

＊かにた村よりお知らせ！ ※参加希望者はＮＰＯに事前予約！ 

① 鎮魂祭 （「噫従軍慰安婦」碑） 8 月 15 日（月）夕方 

② エマオバザー・スタッフ募集   9 月 16・17 日（金土）  

 

＊ブロンズ「刻画・海の幸」除幕式 
7 月 29 日（金）青木繁旧居（福岡県久留米市） 

  船田正廣氏制作、河正雄氏寄贈 

  

 


